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鉄
道
は
、
全
国
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
「
全

国
の
地
方
鉄
道
路
線
」
の
現
状
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
十
四
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
斉
藤

国
土
交
通
大
臣
が
「
一
部
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
化
、
マ
イ
カ
ー
利
用
の
普
及
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
な
ど
、
鉄
道
事
業
者
の
経
営
努
力
の
み
で
は
避
け
ら
れ
な
い
事
情
に
よ
り
、
輸
送
人
員
が
大
幅
に
減
少
し
、
大
量
輸

送
機
関
と
し
て
の
鉄
道
特
性
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
（
中
略
）
今
後
、
更
な
る
人
口
減
少
も
予

測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
や
利
用
者
に
と
っ
て
最
適
な
形
で
の
地
域
公
共
交
通
の
維
持
、
確
保
を
鉄
道
事
業
者
の
経
営
努
力

の
み
に
委
ね
る
こ
と
は
限
界
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
に
取
り
組
む
沿
線
自
治
体
と
の
官
民
連
携
を
通
じ
た
再
構
築

の
取
組
が
急
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
・
・
・
再
構
築
の
取
組
に
最
大
限
協
力
す
る
よ
う
鉄
道
事
業
者
を
適
切
に
指
導
す
る
と

と
も
に
、
再
構
築
に
取
り
組
む
自
治
体
を
予
算
面
で
も
し
っ
か
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、

令
和
五
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年

法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
十
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
認
定
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
鉄
道
施
設
の
整
備
等
を

行
う
場
合
に
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
、
当
該
整
備
等
に
係
る
費
用
の
一
部
を
国
が
支
援
す
る
制
度
を
創
設
し
た



 

２ 

 

と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
制
度
の
下
で
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


